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松坂ヒ・シ

　英語のかぶせ音素は，英語の諸相のうち，

体系化が比較的困難なもののひとつであろう。

まして，英語を外国語として教える揚合にか

ぶせ音素をいかに扱うぺきかという問題は，

正確さを求める言語記述上の考慮と，煩雑さ



をきらう教授上の考慮との兼ね合いの問題で

あり，どちらの要請にもある程度こたえるよ

うな点を見出すことは，容易でない。

　前書きに明記されているとおり，著者が設

定した本書の主たる読者は，英語を学ぶ外国

人学習者である。本書は，抑揚に関して新し

い言語事実を発見することはめざしておらず，

むしろ，すでに観察されている事実を分析，

分類し，抑揚の役割や用法をまとめている。

この分析のしかたが，前述したふたつの立揚

からの要請をいかに満たしているかを，見て

いきたい。また，1961年に発行された初版
　　　　　　　　　　　（1）
との比較においても，検討しよう。

　本書は，英語の抑揚を7個のtunesに分

析する。すなわち，Low　Fal1，High　Fall・

Risc－FaU，Low　Rlse，Hlgh　Rise，Fall－Rise，

それにM・d－Leve1である。初版には，はじ

めの6個しか挙げられていない。声は，Low

Fa11においては，声域の中程から非常に低

いpitchまで下がる。High　Fa1】においては，

高いpitchから非常に低いpitchまで下がる。

Risc－Fallにおいては，かなり低いpitckか

ら商いpitc血まで上がり，次に非常に低い

pitchまで下がる。Low　Riscにおいては，

低いpitchから中程またはそれよりも少し上

まで上がる。Hlgh　Riseにおいては，中程か

ら高いpltchまで上がる。Fall－Riseにおい

ては，かなり高いpitchからやや低いpltch

まで下がり，次に中程まで上がる。Mid・Lcv－

e1においては，声は上下せず，高低の間の

pitchを維持する。

　この分析に関して，2点コメントしたい。

まず，はじめの2個のtul1CSについてである。

この間に存在する差は程度の差であり，弁別

的なものではない。したがって，Low　Fall

にもHigh　Fallにも解釈できる抑揚はいく

らでも存在し得る。この点から考えると，2

個のtuncsをそれぞれ独立のtuneとして

提示し，それらの差があたかも，たとえば
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Hlgh　Fal1と1｛igh　Riseとの間の差などと

性格的に同じであるかのような印象を与える
　　　　　　　（2）
ことには問題があろう。もっとも，かぶせ音

素を使った感情表現は外国人学習者には体得

しにくいことであるから，教授法の点からは，

2個のtunesの設定には意義が認められる。

　次に，第2版にはじめて登揚するMi〔1－Lev－

elについてである。このtUIlcには2種類

の用法がある。ひとつは，発話が未完結であ

ることを示す用法，いまひとつは，いくつか

の慣用的な表現に歌うような調子を与える用

法である。前者の用法におけるMid－Lcvel

は，独立したtuneとしての地位が与えられ

るぺきか，疑わしい。なぜならぱ，この揚合

のMid－Lcvelは，用法の点から言っても，

物理的な特徴から言っても，あるtuncの

hcadの中のstressedsyHablcと…異なるとこ

ろがないからである。後者の用法における

Mid－Lcvelのみを独立したtuneと見なすほ

うが，妥当のようである。

　著者は，tullesに続いて4個のhea〔lsを挙

げる。he往（1とは，nucleusの前の最初のac－

cclltcd　wQr（1の中の，stresscd　syllabicか

ら，11ucleusの直前の音節までの部分のこと

である。emphasisのない抑揚に現われる

headにはンLow，Eigh，Fa1】ing，それ，に

Risingの4種類がある。emphaticな抑揚に

は，これら4種類に加えて，StePPi119，Slid－

ing，それにChmbjngの3種類が使われる．

HighRcadのstressedsyllablcsを下り坂

に並ぺ，unstresscd　syllablesを，その前に

現オ）れるstressedsyllableと同じ高さにす

ると，StcpPillgHca（1が得られ，る。Falli119

Hea（1の，それぞれのstresscd　syllablcの

あとのunstresscdsyllablesの列が，そのあ

とに現われるstressedsyllablcより低く終

わるようにすると，Sliding　Headが得られ

る。RisingReadの，それぞれのstressed

syllablcのあとのullstrcssc〔1syllablesの列
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が，そのあとに現われるstrcsscdsyllableよ

り高く終わるようにすると，ClimbingHead

が得られる。

　初版では，emphaticとullemphaticとの

区別が行なわれておらず，headの種類とし

て7Low，StepPing，それにSlidingのみが

挙げられていた。上段にまとめた，第2版の

headの分析は，記述の正確さと，学習者に

とってのわかりやすさとの両方の点から考え

て，初版のそれよりも妥当性が高い。発話の

中の個々の要素の強調であるaccentなる概

念のほかに，発話全体を強調するemphasis

なる概念を設定することは，かぶせ音素の考

察には重要である。

　pre－headとしては，LowとHighとの

2種類が挙げられている。hea（1がLow以

外のものである揚合，Low　Prc－headは

strcssed　syllableを含むことがある。head

がHigl1以外のものである揚合，High　Pre－

hcadはstressedsyllablcを含むことがある。

本書には，asccnding　prc－headとdescelld－

ing　pre－headとは扱われていない。このふ

たつのカテゴリーを節約し7pre－headの種

類をLowとHighのみにしたことは，得策

であっただろうか。あとで，nuclcusの分類

との関係で考えよう。

　さて，著者は，前述のtuncs，heads，pre－

hcadsをもとにして，次に挙げる10個の

tone　groups（unemphatic）を設定する。カッ

コ内の要素はoptionalである。LowDropl

（LQw　Pre－head十）（Higk　Head十）　Low

Fall；High　Drop：（Low　Pre－head十）（High

Hcad十）Hlgh　Fa11，Take－Ofi・（LQw　Pre－

hea〔1十）（Low　Head十）　Low　Risc，Low

Bouncc：（Low　Pre－head十）High　Hea（1十

Low　Risc又はHlgh　Pre－head十Low　I道se；

Switchback：（Low　Pre。hcacl十）　（Fallillg

Head十）　Fa11－Rise；　Long　Jump：（Low

Pre－head十）Rising　Eea（1十Righ　Fal1；Hlgh

Bouncc；（Low　Prc－head十）（High　Hea（1十）

High　Risc；Jackknife＝（Low　Pre－head十）

（High　Head十）Rise－Falll　High　Divc’（Low

Pre－head十）（High　Head十）High　Fa11十

（Low　Accents十）Low　Rise；Terrace：（Low

I）re－hcad十）（H1gh且ead十）Mid－LcveL

　この分類を見ると，次のことに気付く。す

なわち，ある抑揚曲線がどのtone　groupに

属するかは，ほとんどの揚合，その曲線の

11uclCUSによって決定され・る？という点であ

る。そうでない揚合は，High　DrOPとLong

Jumpとに見出せるのみである。どちらの

nucleusもHigh　Fallであるから，nucleus

を見ただけでは識別できない。これほどnu－

cleusのかたちとtone　groupとの間に深駄・

関係があるのなら，分類のシステムをもっと

簡単にできないだろうか，という疑間がわく。

Khlgdonなど，多くの抑揚分析の著作の中

で行なわれているように，uucleusを抑揚曲

線の分類の最も重要な規準とするならぱ，正

確さをそこなわずに，記述を明快なものに
　　　　　　　（3）
できるのではないか。High　DrOPとLong

Jumpとの差については，同じtuneに属し

ながら異なったheadを持つふたつの曲線の

差として提示することが可能である。

　また，nucleusの設定のしかたそのものに

疑間がわくようなtolle　groupがある。それ

は，High　Diveである。曲線のかたちから

言っても，発話にこめられる感情から言って

も，これ’は？Take－Ojfのemphaticなも

のと考えるぺきではないだろうか。むろん，

本書によれぱ，High　Diveに現われるHigh

Fallと，Take－OffのHlgh　Pre－hea〔1とは

異なる。しかし，High　Dlveをdescen（1ing

pre－headのついたTake－Offと考えれぱ，

説明がつく。しかも，（lescendillg　pre－head

を設定することは，間題の曲線以外の曲線の

記述をも正確にする。本書は，発話のうち，

acccntのない部分に属するpre－hea（1にも，



strcssの存在を許容する。この考え方に従え

ぱ，HighDivcのEighFa11がになって

いるstrcssは，descendmgPre－hcadの中

のstressと解釈できる。

　prc－headの中にもstressがあり得る，と

する本書の理論は，妥当である。発話全体に

emphasisを置く揚合，話し手は，しぱしば，

acccntのない要素のstressed　syllablcにも
　　　　　　　　　（4）
strcssを置くからであるo

　本書は，発話を，statemellt，wh一卿cstiQn，

yes－110　　qucstion，　colllnland，　intcrjcction

に分類し，それぞれのtonc　groupに対して，

これらの発話の種類ごとの感情の説明を加え

ている。また，抑揚練習のための豊密な例文

についてvcrbal　c・ntcxtを示し，例文の多

くには，その文に続き得る発話も示している。

こうした配慮により，本書は，抑揚とそれが

伝える感情との関係を解説することに，かな

り成功している。

　本書の抑揚分析は，かならずしもシステム

としてまとまってはいない。むしろ，多くの

tollc　groUpsを設定してそれらを並列に挙げ

た，という印象を与える。それは，本書を，

理論書ではなく，学習者のための実用書とし

よう，という意図が著者にあるためであろう。

著者のこうした意図は，相当，達成されてい

る。研究者にとっては，分析のシステムにこ

そ検討の余地があるかも知れないが，考察の

具体的材料を提供してくれる，よき資料とな

ろう。

J　D，o℃omlor　and　G，F　Amold，
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